
ジ

ョ
ア
キ

ン

　

モ
ン
テ
イ

ロ

い

て

『真
仏
土
巻
』
の
根
本
問
題
に
つ

倒

　

真
仏
土
の
概
念
と
し
て
の
定
義
に
つ
い
て

謹
。y按
二
真
佛
土
づ者
″
、
佛
者
八則
是
不
可
思
議
光
如
来
万
、
土
者
八亦
是
無

量
光
明
土
也
。
然
則
酬
二
報
大
悲
J
W
願
一一故
二
、
日
二
真
″
報
佛
土
↓
。
既
二
而

有
レ
願
、
即
光
明

・
寿
命
之
願
是
也
。

「大
経
二
」

言
ク
。
「設
我
得
心
I
一
佛
ヲ
ニ
一

　

光
明
有
ご
能
″
限
量
‘一
下
丿
嗇

不
に
二
昭
ぎ
百
千
億
那
由
他
″
諸
佛
″
国
づ
者
″
、
不
レ
取
二
正
覚
フ

又
願
二
言
″
。

「設
我
得
に
二
佛
″
、
寿
命
右
蕗
能
″
限
量
一下
雲
吉
百
千
億
那
由
他
″
劫
一一

者
″
、
不
レ
取
ご
正
覚
で
」

願
成
就
″
文
二
言
″
。
「佛
告
一才
阿
齢
こ
。
無
量
寿
佛
″
威
神
光
明
、
最
尊
弟

こ
シ
で

諸
佛
″光
明
″所
に
不
に
能
“
及
7
・
是
ノ故
二無
量
寿
佛
(、
号
一J

無
量
光
佛

・
無
辺
光
佛

・
無
碍
光
佛

・
無
対
光
佛

・
清
浄
光
佛

・
歓
喜
光
佛

・

智
慧
光
佛

・
不
断
光
佛

・
難
思
光
佛

・
無
称
光
佛

・
超
日
月
光
佛
↓
。
其
。

九
九

私
は
、
真
宗
の
教
学
に
対
し
て
の
問
題
意
識
の

一
つ
と
し
て
、
不
明
確
な
る
諸
概

念
の
体
系
を
明
確
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「教
行
信
証
」
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳
を

「真
仏
土
巻
」
か
ら
初
め
た
と
い
う
こ
と

も
こ
の
私
の
問
題
意
識
と
深
く
関
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「教
行
信
証
」
の
持
っ
て
い
る
諸
概
念
の
体
系
が
明
ら
か
に
な
る
た
め

に
は
、
中
心
概
念
で
あ
る
真
実
報
土
、
つ
ま
り
真
仏
土
か
ら
初
め
る
こ
と
は
当
然
の

こ
’と
で
あ
る
。
真
宗
教
学
の
中
心
概
念
で
あ
る
真
仏
土
が
明
確
に
な
ら
な
い
限
り
、

当
然
の
こ
と
と
し
て
、
「教
行
信
証
」
の
持
っ
て
い
る
諸
概
念
の
体
系
も
明
ら
か
に

な
る
は
ず
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

「真
仏
土
巻
」
の
研
究
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳
の
作
業
か
ら
私
が
確
認
で
き
た
こ
と

を
三
点
で
お
さ
え
る
な
ら
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「真
仏
土
巻
」
の
根
本
問
題
に
つ
い
て

㈲

　

「真
仏
土
巻
」
に
お
け
る
真
実
報
土
の
記
述
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
こ
と
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有
丿衆
生
J
遇
『
;
斯
″光
。一‘者
″
(、
三
垢
消
滅
、
、
身
意
柔
濡
I
、
歓
喜

踊
躍
。
、
善
心
生
丿
若
、
在
ご
二
塗
勲
苦
之
處
一一、
見
J
此
光
明
づ
皆
得
二
休
息
づ
、

包
こ
復
苦
悩
　0寿
″
終
;
之
後
、皆
蒙
丿
脚
膨
う
。包
量
寿
佛
″
光
明
顕
赫
二
、y
、

昭
羅
シ
’y
十
方
諸
佛
ノ
国
土
づ
ヽ
莫
に
不
惣
卜
聞
へ
が
’・
不
叙
但
我
レ
今
’

称
号
二其
″光
明
づ
、
一
切
諸
佛
・
劈
聞
・
縁
覚
、
諸
″菩
薩
衆
、
職
″
共
二嘆

碁
戮

ル
コ
ト
ヽ

　

亦
復
如
?
燃
。
若
、
有
ご
衆
生
J
聞
う
其
″
光
明
威
神
功
徳
づ
、

日
夜
二
称
説
。
、
至
り
心
不
肺
断
へ、
隨
ご
意
″
所
願
J
得
叶
生
・J
其
″
国
一一

塑
一諸
″
菩
薩
・
聾
聞
大
衆
づ
、
所
四
「。l
共
二
嘆
二
響
シ
称
E
其
″
功
徳
う。

至
心
其
。
然
、y
後
作
得
丿
佛
道
づ
時
桁

普
″
為
一ニー十
方
″
諸
佛
・
菩
薩
づ
、

嘆
聊
j
l
卜
其
″
光
明
づ
、
亦
如
J
メ
ラ
ム
ト
今
″
也
。
佛
ノ
言
(
ク
。
我
。
説
二
無

量
寿
佛
ノ
光
明
威
神
、
巍
巍
殊
レ
妙
t
″書
夜
一劫
　

4
未
四能
に盗
7
・

佛
語
句
阿
難
一一。
無
量
寿
佛
(、
寿
命
長
久
二.y
不
レ
可
二
勝
計
づ汝
寧
知
2

多
。
仮
使
十
方
世
界
″咎
弓
衆
生
、
皆
堡
J人
身
づ悉
ぶ
ぞ
成
二
就
七
聾
聞
・

縁
覚
づ
、
都
ス
ぺ
4　共
二
集
會
シ
で

譚
匹
(
?
’シ
思
ご

に
シ
テ
心
″
掲
つ
ワ
シ
テ
其
″

智
力
づ
、
於
　　　7百
千
萬
劫
一一、悉
″
共
二
推
竿
サ
ン
シ
テ
計

一其
″
寿
命
″
長
遠
之
敷
づ
、

不
に
卜
能
・づ一窮
盗
よ
知
回
其
″限
極
づ。」

(『教
行
信
証

・
真
仏
土
巻
』
・
「真
宗
聖
教
全
書
」
二
巻

・
百
二
十

・
百
二
十

一
頁
)

一
〇
〇

文
の
第
十
二
願
、光
明
無
量
の
願
と
第
十
三
願
、寿
命
無
量
の
願
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て

い
る
。

(
A
-
H
)

　

真
仏
と
は
、
第
十
二
願
、
光
明
無
量
の
願
、
ま
た
不
可
思
議
光
如
来

と
し
て
成
り
立

っ
て
い
る
。

真
仏
と
は
智
慧
を
内
容
と
し
て
い
る
。

(A
I
Ⅲ
)

　

真
土
と
は
、
第
十
三
願
、
寿
命
無
量
の
願
、
ま
た
無
量
光
明
土
と
し

て
成
り
立

っ
て
い
る
。

慈
悲
を
内
容
と
し
て
い
る
。

(
A
-

四
)

　

願
成
就
の
文
は
第
十
二
、十
三
両
願
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

真
仏
と
真
土
は

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(
A
-
五
)

　

無
量
寿
仏
の
十
二
の
別
名
の
中
に
は
、
無
量
光
佛
、
智
慧
光
仏
と
超

日
月
光
仏
と
は
特
に
大
事
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
無
量
光
と
し
て
仏
を
名
告
る
こ
と
は
、
仏
を
形
と
し
て
、
言
葉
と
し

て
了
解
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
で
あ
る
。

智
慧
光
と
し
て
仏
を
名
告
る
こ
と
は
、
仏
の
本
質
は
智
慧
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

超
日
月
光
と
し
て
仏
を
名
告
る
こ
と
は
、
仏
の
智
慧
が
単
な
る
自
然
現
象
な
る
日

月
の
光
を
超
え
て
い
る
が
故
に
自
然
の
諸
現
象
に
対
し
て
は
っ
き
り
区
別
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

は
っ
き
り
し
た
超
越
観
の
立
場
に
立
っ
た
、
仏
教
の
自
然
主
義
的
理
解
の
全
面
的

(
A
I
I
)

　

「真
仏
土
巻
」
で
説
か
れ
る
真
仏
土
は

「大
無
量
寿
経
」
四
十
八
願

　　

な
否
定
を
意
味
し
て
い
る
。

今
の

「真
仏
土
巻
」
の
文
章
を
分
析
す
れ
ば
次
の
点
が
は
っ
き
り
す
る
。



(
B
-
I
)

　

翻
訳
、
特
に
思
想
書
の
翻
訳
と
い
う
も
の
は
、
全
く
異
っ
て
い
る
論

理
的
構
造
と
歴
史
的
背
景
を
持
っ
て
い
る
二
つ
の
言
語
の
体
系
と
の
関
係
の
上
で
成

立
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
翻
訳
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
書
物
の
思
想
的
問
題

性
と
諸
概
念
の
体
系
を
あ
る
程
度
ま
で
厳
密
化
で
き
な
い
と
翻
訳
が
不
可
能
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
意
味
で
、
厳
密
な
意
味
で
の
仏
教
思
想
書
で
あ
る

「数
行
信
証
」
の
単
な
る

言
語
学
的
な
意
味
で
の
直
訳
は
必
然
的
に
不
充
分
な
結
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら

「教
行
信
証
」
は
単
な
る
言
語
学
的
な
意
味
で
の
直
訳
を
許
さ
な
い
書

物
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
B
-
H
)

　

そ
の
意
味
で
は
。
『教
行
信
証
』
の
思
想
的
課
題
性
と
諸
概
念
の
体

系
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
真
宗
教
学
の
持
っ
て
い
る
問
題
意
識
の
思
想
史
的
分
析

が
必
要
で
あ
る
。

思
想
と
思
想
史
、
教
学
と
教
学
史
を

一
つ
に
す
る
方
法
論
に
ふ
ま
え
た
分
析
の
中

か
ら
初
め
て

「教
行
信
証
」
の
持
っ
て
い
る
諸
概
念
の
体
系
が
明
確
に
な
る
と
考
え

ら
れ

る
。

(B
-
Ⅲ
)

　

教
学
史
に
ふ
ま
え
た
分
析
よ
り
見
れ
ば
、
「教
行
信
証
」
の
中
心
概

念
な
る
真
仏
土
、
真
実
報
土
の
定
義
に
関
し
て
の
中
心
問
題
は
有
仏
性

・
無
仏
性
あ

る
い
は
信
心
為
本
と
悉
有
仏
性
と
の
対
立
な
の
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
は
、有
仏
性

・

無
仏
性
論
争
の
定
義
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
真
宗
教
学
の
中
心
問
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
を
明
確
に
す
る
た
め
に

「教
行
信
証
」
の

「信
巻
」
と

「真

一
〇

一

(
A
-
六
)

　

光
明
の
中
心
的
な
働
き
と
し
て
は
三
垢

(貪
欲

・
眼
恚

・
愚
痴
)
の

消
滅
を
述
べ
て
い
る
。

愚
痴

(無
明
)
と
は
根
本
煩
悩
と
し
て
、
貪
欲
、
眺
恚
を
含
め
た
諸
煩
悩
の
因
で

あ
る
が
故
に
、
光
明
の
働
き
を
無
明
の
消
滅
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
間
違

い
な
い
定
義
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
真
仏
土
は
無
明
を
消
滅
す
る
働
き
を
内
容
と
し
て
い
る
智
慧
と

慈
悲
と
し
て
厳
密
に
定
義
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「大
無
量
寿
経
」
の
願
成
就
の
文
よ
り
見
れ
ば
こ
れ
以
外
の
意
味
が
出
て
来
な
い

か
ら
で
あ
る
。

(
A
一
七
)

　

最
後
に
大
事
な
点
と
し
て
注
意
し
た
い
の
は
、
願
成
就
の
文
の
最
後

の
部
分
に
あ
る
仏
の
寿
命
と
衆
生
の
禅
定
力
と
の
関
係
で
あ
る
。

無
漏
善
な
る
真
仏
土
は
有
漏
善
な
る
衆
生
の
禅
定
知
力
を
超
え
て
い
る
か
ら
、
後

者
を
以
っ
て
前
者
を
計
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

真
宗
そ
の
も
の
は
無
漏
善
な
る
仏
智
と
有
漏
善
な
る
衆
生
の
禅
定
力
と
の
区
別
の

上
で
成
り
立

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「真
仏
土
巻
」
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳
を
私
が
行
っ
て
み
て
確
認
で
き
た
こ
と
を
三

点
に
ま
と
め
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
三
点
と
い
う
の
は
次
の
も
の
で
あ

「真
仏
土
巻
」
の
根
本
問
題
に
つ
い
て

㈲

　

「真
仏
土
巻
」
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳
よ
り
確
認
で
き
た
こ
と
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仏
土
巻
」
に
お
け
る

「大
無
量
寿
経
」
と

「涅
槃
経
」
と
の
関
係
に
対
し
て
の
厳
密

な
思
想
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

一
〇
二

性

・
真
如
)
な
の
で
あ
る
。

本
来
な
る
常
楽
我
浄
と
し
て
の
仏
性
な
の
で
あ
る
。

(
C
-
四
)

　

こ
の
仏
身
観
よ
り
出
て
来
る
信
理
解
と
い
う
こ
と
は
主

・
客
関
係
を

超
え
た
本
来
な
る
仏
性
、
真
如
と
の
直
接
体
験
な
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
体
験
は
認
識
と
し
て
の
信
な
の
で
は
な
く
、本
来
な
る
も
の
の
容
認
(解

信
)
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る
。

機
と
法
と
の
関
係
は
、
機

(無
明
煩
悩
な
る
人
間
)
と
法

(仏
性

・
法
性
)
と
の

間
に
あ
る
相
対
的
な
二
元
論
を
含
む
絶
対
的
、
存
在
論
的
な

一
元
論

(生
仏
不
二
)

と
し
て
あ
る
。

(
C
-
五
)

　

い
う
ま
で
も
な
く

「大
無
量
寿
経
」
と

「涅
槃
経
」
の
持

っ
て
い
る

思
想
構
造
は
全
く
矛
盾
し
て
い
る
、
共
存
で
き
な
い
、
全
然
異
質
な
思
想
構
造
な
の

で
あ
る
。

(
C
-
六
)

　

そ
の
中
か
ら

「真
仏
土
巻
」
を
読
む
正
反
対
の
方
法
論
的
な
方
向
性

が
は
っ
き
り
見
ら
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
「大
無
量
寿
経
」
の
思
想
的
立
場
よ
り

「涅
槃
経
」
を
読
む
と
い

う
こ
と
と
逆
に
、
「涅
槃
経
」
の
思
想
的
立
場
よ
り

「大
無
量
寿
経
」
を
読
む
と
い

う
こ
と
と
の
二

つ
な
の
で
あ
る
。

(
C
-
七
)

　

前
者
を
選
び
取
る
と
善
導
大
師
の

『観
経
疏

・
玄
義
分
』
の
引
文
よ

り

「真
仏
土
巻
」
を
中
心
的
に
読
む
こ
と
に
な
る
。
「観
経
疏

・
玄
義
分
」
の
報
身

釈
の
立
場
よ
り

「真
仏
土
巻
」
を
了
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

後
者
を
選
び
取
る
と
、
「涅
槃
経
」
の
引
文
よ
り

「真
仏
土
巻
」
を
中
心
的
に
丁

回

　

『真
仏
土
巻
』
に
お
け
る

「大
無
量
寿
経
」
と

『涅
槃
経
』
と
の
関
係
に
つ

い

て(c
I
I
)

　

『大
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
仏
身
観
の
特
長
は
、
仏
相

(報
身
仏
)

と
し
て
、
形
の
あ
る
、
言
葉
と
し
て
あ
る
仏
な
の
で
あ
る
。
「大
無
量
寿
経
」
に
は

仏
性
と
完
全
に
矛
盾
す
る
思
想
構
造
が
あ
る
。

(
c
-
n
)

　

そ
う
し
た
仏
身
観
か
ら
出
て
来
る
信
理
解
と
は
機

(無
明

・
煩
悩
な

る
人
間
)
と
法

(無
漏
業
な
る
仏
言

・
仏
説
)
と
の
間
に
成
立
す
る
言
葉
を
ふ
ま
え

た
認
識
で
あ
る
。

機
と
法
と
の
関
係
は
、
主

・
客
、
能
所
関
係
と
し
て
、
認
識
論
的
な
二
元
論
と
し

て
あ
る
。

直
接
体
験
と
し
て
の
信
な
の
で
は
な
く
、
言
葉
を
通
し
た
認
識

(聞
信
)
と
し
て

の
信
な
の
で
あ
る
。

(
c
-
Ⅲ
)

　

「涅
槃
経
」
に
お
け
る
仏
身
観
は
逆
に
言
語
表
現
を
超
え
た
仏
性

(法

「真
仏
土
巻
」
に
お
け
る

「大
無
量
寿
経
」
と

「涅
槃
経
」
と
の
関
係
に
関
し
て

の
問
題
は
七
点
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
点
と
い
う
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。



圓

　

「六
要
紗
」
に
お
け
る

「大
無
量
寿
経
」
と

「涅
槃
経
」
の
間
に
あ
る
関
係

に
対
し
て
の
理
解

「大
無
量
寿
経
」
と

「涅
槃
経
」
の
間
に
あ
る
教
学
的
関
係
は

「六
要
炒
」
の

「真

仏
土
巻

・
釈
」
の
中
で
と
て
も
明
確
な
問
題
意
識
と
し
て
表
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば

「六
要
紗
」
の

「真
仏
土
巻

・
釈
」
の
中
で
存
覚
上
人
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る

解
す
る
こ
と
に
な
る
。

先
の
展
開
よ
り
見
れ
ば
真
仏
土
の
概
念
と
し
て
の
定
義
に
関
す
る
中
心
的
な
問
題

性
が
明
確
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

根
本
問
題
と
し
て
は
、
「大
無
量
寿
経
」
の
立
場
に
よ
る
真
仏
土
=
報
身
仏
と

「涅

槃
経
」
の
立
場
に
よ
る
真
仏
土
=
仏
性
と
の
定
義
の
矛
盾
な
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
意
識
を
中
心
に
真
宗
教
学
史
的
分
析
を
こ
れ
か
ら
展
開
し
た
い
と
考
え

る
。
こ
の
分
析
の
内
容
を
三
点
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈲

　

前
者
の
立
場

(「大
無
量
寿
経
」
を
中
心
に
し
た
立
場
)
の
代
表
者
と
し
て

存
覚
上
人
の

「六
要
炒
」
を
分
析
す
る
。

㈲

　

後
者
の
立
場

(「涅
槃
経
」
を
中
心
に
し
た
立
場
)
の
代
表
者
と
し
て

「相

伝
義
書

・
深
義
別
伝
」
を
分
析
す
る
。

圓

　

最
後
に

「教
行
信
証
」
の
思
想
構
造
的
分
析
に
ふ
ま
え
て
私
の
了
解
を
述
べ

る
。

存
覚
上
人
は

「六
要
炒
」
の
中
で
は
、
浄
土
三
部
経
、
浄
土
教
の
伝
統
に
属
す
る

論
釈
、
そ
し
て

「喩
伽
論
」
、
「智
度
論
」
、
「倶
舎
論
」
の
よ
う
な
大
小
乗
の
論
を
非

常
に
広
く
引
用
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
「教
行
信
証
」
を
読
む
中
心
的
立
場
と
方
法

論
を
必
要
に
な
る
ほ
ど
そ
れ
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

私
か
ら
す
れ
ば
、
「六
要
炒
」
の
思
想
的
方
法
論
と
中
心
的
問
題
意
識
を
明
確
に

す
る
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
真
宗
教
学
史
、
真
宗
思
想
史
に
と
っ
て
非
常
に
大

事
な
研
究
の
課
題
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

圓

　

「六
要
紗
」
に
お
け
る

『真
仏
土
巻
』
理
解
に
つ
い
て

㈲

　

「六
要
紗
」
に
お
け
る
教
学
的
方
法
論

「真
仏
土
巻
」
の
根
本
問
題
に
つ
い
て

次
二
「涅
槃
経
」
文
、
問
。
此
″
経
(聖
道
為
聖
″
之
説
、
非
望
乙
所
依
一一、

隨
而
所
引
″経
文
″之
中
二無
付

句
4
而
説
つ
浄
土
づ文
上
何
″
引
レ
之
乎
。答
。

雖
に
為
ひ
聖
道
所
依
之
旦

如
来
″
教
法
元
無
二
t
″
故
二、
二
門
雖
{

異
ナ
リ
ト
和
會
″
。
バ
無
に
違
ス
ル
n
　

r

　

集
主
″
御
意
深
ク
達
一J
此
″
義
。一’明
二
了
主

弼
陀
″名
義
功
徳
全
″
為
一回
″涅
槃
無
上
″極
理
J
以
・J
此
″義
づ故
二明
・J4

一
〇
三

私
は
こ
の
題
の
下
に
、
三
の
問
題
点
を
以
っ
て
存
覚
上
人
の

「六
要
紗
」
に
お
け

る

「真
仏
土
巻
」
理
解
を
分
析
し
た
い
。



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
二
号

真
佛
土
極
談
″
己
鐙
づ、
故
二
被
ら
引
二
用
七
「涅
槃
″」
妙
文
う。
於
跡
第

一う
本
二被
ら
引
二
用
七
彼
″経
う之
下
心
粗
述
y
義
″畢
″・
閑
二案
f
二
「大
経
」

一
部
″
説
相
づ
、
禰
陀
″
功
徳
″
説
.y
為
・J
五
智
↓
、
五
智
″
功
徳
″
説
.y
為
・J
無

上
↓
。
其
″
経
文
二云
。
「於
ご
此
″諸
竺
・疑
惑
よ
不
レ
信
七
、
侠
呉
猶
信
ご
罪

禰
づ
修
二
習
善
本
づ
此
″
諸
″
衆
生
生
・J
彼
ご
呂
殿
一’壽
五
百
歳
。
其
。
有
一　7菩

薩
一生
『
疑
惑
づ者
″
「、
為
に失
吋
大
利
う、
是
″故
二雁彭
営
二明
二信
づ
諸

佛
無
上
″
智
恵
で
」
又
云
。
「其
。
有
鴛
得
丿
聞
弓
彼
″
佛
″
名
読
づ、
歓
喜

踊
躍
よ
乃
至
一
念
バ
ル
コト
O

　

常
に
知
、
此
″
人
「
為
ス
得
丿
大
利
づ
、
則
是
具
二

足
―
無
上
″
功
徳
づ
。」
今
所
り
言
之
無
上
智
恵
・
無
上
功
徳
、
是
則
無
上
涅

槃
″
之
義
万
・
言
二
「智
恵
↓
」
者
(於
ご
二徳
″
中
。一’且
″
拳
ご
般
若
コ

此
ノ

中
二即
目弓
法
身
・解
脱
″徳
づ。
阿
頭
陀
卜
者
即
為
可
ゴ
ニ徳
″
秘
蔵
一故
二、

禰
陀
″
佛
智
″吽
ご互
無
上
↓
、
涅
槃
″
極
理
″
又
云
・　7無
上
↓
。
二
種
″
無
上

其
″
鉢
是
。
一
ナ
リ
。
自
除
(
皆
是
。
有
上
″
之
法
ナ
ル
コ
ト
其
″
義
必
然
ナ
リ
。
「喩

伽
論
二」
一「
。
「復
次
二云
何
ナ
ー
有
上
″
法
、
謂
″
除
　　　7涅
槃
う
除
二

切
″

法
万
。
又
諸
法
″
中
二大
般
涅
槃
″為
『
無
上
↓
義
、
見
弓

「智
度
論
」
べ。

凡
″
大
師
″
意
、
名
読
″
功
徳
即
涅
槃
″
徳
ナ
リ
。
「法
事
讃
」
二
云
ク
。
「極
楽
(
無

為
涅
槃
ノ
界
万
、
隨
縁
″
雑
善
恐
(
難
レ
生
″
、
故
に
使
(
如
来
選
つ
要
法
一

教
;
念
可
7
頭
陀
づ
専
ラ
ニ、y
復
専
ら
ラ。)
今
此
二

伺
、
既
二諧
弓
テ
極

楽
う
以
。’為
ご
無
上
涅
槃
″
界
↓
、
而
ご
互
隨
縁
″
雑
善
難
ヅ
生
″
、
恵
念
頭

陀
ッ
以
f
為
・J
生
因
↓
。
故
二
知
″
、
所
い
遮
;
雑
善
等
者
、
有
上
″
法
t
″

故
二
不
レ
生
J
涅
槃
無
上
″
之
土
一一、
唯
勧
J
ル
コ
ト
(
稀
名
づ
以
っ
無
上
″
法
可
丿

一
〇
四

生
二
涅
槃
無
上
″
土
一一故
二。
以
叶
之
コ
百
に
之
″
、
阿
曼
陀
卜
者
涅
槃
″名
琥
万
、

故
二
處
々
″
拝
皆
顧
そ
;
涅
槃
頭
陀
一
法
″
之
深
旨
う
耳
。

(「真
宗
聖
教
全
書
」
二
巻

・
三
五
〇

・
一
頁
)

(
B
I
I
)

　

「六
要
紗
」
の
中
に
は

「大
無
量
寿
経
」
と

『涅
槃
経
』
の
間
に
矛

盾
を
認
め
な
い
教
学
的
立
場
の
不
徹
底
さ
が
あ
る
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も

「涅
槃

経
」
の
立
場
よ
り

「大
無
量
寿
経
」
を
読
む
方
法
論
を
取
ら
な
い
。
「涅
槃
経
」
の

仏
性
、
法
性
を

「大
無
量
寿
経
」
の
基
礎
付
け
に
し
な
い
。

『涅
槃
経
』
を
引
用
す
る
時
に

『大
無
量
寿
経
』
の
涅
槃
の
義
の
単
な
る
説
明
と

し
て
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(B
-
H
)

　

「六
要
紗
」
の

「真
仏
土
巻

・
釈
」

の
中
に
は

「涅
槃
経
」
の
引
用

文
を
ほ
と
ん
ど
強
調
し
な
い
立
場
が
は
っ
き
り
見
え
る
。

「涅
槃
経
」
の
仏
性
よ
り
も
、
善
導
大
師
の

「観
経
疏

・
玄
義
分
」
の
報
身
仏
を

重
ん
じ
て
い
る
。

(B
-
Ⅲ
)

　

阿
弥
陀
仏
と
無
上
涅
槃
の
同

一
性
を
強
調
し
て
い
る
と
し
て
も
阿
弥

陀
仏
を
涅
槃
の
名
号
、
言
葉
と
し
て
働
く
涅
槃
と
し
て
了
解
し
て
い
る
。

「六
要
紗
」
に
お
け
る
真
仏

・
真
土
と
は
言
葉
を
超
え
た
離
言
真
如
、
仏
性
な
の

で
は
な
い
、
名
号
と
し
て
、
言
葉
と
し
て
働
く
無
上
涅
槃
の
智
慧
で
あ
る
。

阿
弥
陀
仏
は
離
言
真
如
、
言
語
道
断
の
法
性
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
の
文
章
を
分
析
す
る
と
次
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
見
え
る
。



先
に
述
べ
た
よ
う
に

「六
要
紗
」
の
立
場
よ
り
見
た
真
仏

・
真
土
は
離
言
真
如

・

言
語
道
断
の
法
性
と
し
て
了
解
さ
れ
た
仏
な
の
で
は
な
く
、
言
葉
と
し
て
あ
る
、
無

上
涅
槃
の
名
号
と
し
て
働
く
報
身
仏
と
し
て
了
解
さ
れ
た
仏
な
の
で
あ
る
。

「六
要
紗
」
の
真
実
観
に
は
言
葉
を
離
言
真
如
の
自
己
表
現
と
し
て
見
て
い
る
の

で
は
な
い
。
言
葉
が
報
身
仏
と
し
て
真
実
そ
の
も
の
と
し
て
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

回

　

「六
要
紗
」
に
お
け
る
報
身
仏
理
解

・
「観
経
疏

・
玄
義
分
」
を
中
心
に

相
即
″
理
一故
二、
亘
一報
化
″
身
う
必
具
一J
法
・
庖
づ
。
且
″
依
ズ
5
門
一一立
つ

報

・
化
″
身
づ
。

浄
土
宗
″
意
(
指
方
立
相
ニ
シ
テ
ヽ

　

法
″
属
に
。
″
報
二
故
二
別
″
不
レ
拳
レ
之
″
、
脂

興
い
化
同
、
、
故
二
畢
　　J報
・
化
づ其
″
義
為
に
足
7
.

真
二含
つ法
・報
ズ
化
二排
J脂
身
づ、
約
丿
此
″義
勇
一言
二報
・化
↓也
。
況

又
古
今
諸
師
″
異
解
皆
在
つ
報

・
化
一一、
故
二
今
又
同
、
。

(「真
宗
聖
教
全
書
」
三
五
九
頁
)

こ
の
考
え
方
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
善
導
大
師
の

「観
経
疏

・
玄
義
分
」
を
中
心

　　　

今
の
文
章
を
分
析
す
れ
ば
、
次
の
問
題
点
が
見
え
る
。

に
し
た

「真
仏
土
巻
」
理
解
な
の
で
あ
る
。

問
。
佛
二有
ご
二身
丿
即
法
・報
・
画
I
、
何
″
除
・。　7法
身
づ
問
二
報

・
化
づ
耶
。

又
依
祀
三
身
一一画
″
中
二
損
に
化
″
、
若
、
依
兄

四
身
回
遡
″
外
二
立
二
化
づ
、

何
ソ
不
口
言
レ
画
直
二
云
に
化
卜
耶
。
答
。
三
身

・
四
身

・
二
身

・
一
身
、
開

合
″
不
同
ニ
ク
賓
二
不
二
増
減
一
法
身
及
ピ
土
八
離
匹
其
″
名
相
で

依
J
其
ご
二
身

「真
仏
土
巻
」
の
根
本
問
題
に
つ
い
て

(c
-
I
)

　

「六
要
紗
」
の
立
場
は
、
確
か
に
法
身
を
否
定
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な

結
論
ま
で
行
か
な
い
け
れ
ど
も
、
法
身
よ
り
報
身
を
強
調
し
て
、
報
身
を
中
心
に
浄

土
教
を
考
え
て
い
る
に
間
違
い
な
い
。

最
後
ま
で
形
の
あ
る
、
言
葉
と
し
て
あ
る
報
身
仏
を
徹
底
的
に
強
調
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

(c
-
n
)

　

法

・
応
二
身
を
は
っ
き
り
と
報

・
化
の
中
に
摂
っ
て
い
る
。
法
身
に

は
特
別
な
意
味
を
与
え
て
い
な
い
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

(c
-
Ⅲ
)

　

最
後
に
、
結
論
と
し
て
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

「大
無
量
寿

経
」
よ
り

「涅
槃
経
」
を
読
む
教
学
的
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
、
逆
な
の
で
は
な
い
。

「六
要
紗
」
の
立
場
よ
り
見
れ
ば

「涅
槃
経
」
の
仏
性

(法
身
)
は
、
絶
対
に

「大

無
量
寿
経
」
の
仏
相
、
如
来
の
相

(報
身
)
の
基
礎
付
け
に
な
ら
な
い
。

一
〇
五

「観
経
疏

・
玄
義
分
」
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
阿
弥
陀
仏
は
、
報
身
仏
と
し
て
、
言

葉
な
る
涅
槃
の
名
号
と
し
て
、
真
実
の
自
己
表
現
な
の
で
は
な
い
。
真
実
そ
の
も
の

な
の
で
あ
る
。
「観
経
疏

・
玄
義
分
」
の
立
場
を
徹
底
す
れ
ば
、
法
身
を
立
て
る
意

味
も
、
必
要
も
無
く
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
存
覚
上
人
は

「六
要
紗
」
の

「真
仏
土
巻

・
釈
」
の
中
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。



(
A
-
I
)

　

第

一
点
と
し
て
は

『浄
土
文
類
聚
紗
』
よ
り

『教
行
信
証
』
を
読
む

処
に
あ
る
。

こ
の
方
法
論
は
伝
統
的
に
伝
わ
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
私
は
こ
れ
の
持

っ
て
い
る

内
容
と
必
然
性
を
ま
た
充
分
に
了
解
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

(A
l
n
)

　

第
二
点
と
し
て
は

「大
乗
起
信
論
」
よ
り

「教
行
信
論
」
を
読
む
処

に
あ
る
。

私
よ
り
見
れ
ば
こ
れ
は

「相
伝
義
書
」
の
一
番
中
心
的
な
立
場
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
極
端
な
い
い
方
を
す
れ
ば

『相
伝
義
書
』
と
は

『大
乗
起
信
論
』
の
立
場
よ

り
解
釈
さ
れ
た

「教
行
信
証
」
を
根
本
に
し
て
い
る
教
学
的
全
体
系
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て

『深
義
別
伝

・
真
仏
土
巻

・
釈
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る

。

剛

　

『真
宗
相
伝
義
書

・
深
義
別
伝
』
に
お
け
る

『真
仏
土
巻
』

理
解
に
つ
い
て

一
〇
六

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
二
号

「六
要
紗
」
の
立
場
の
根
本
的
な
不
徹
底
さ
は
、
逆
に

「大
無
量
寿
経
」
と

「涅

槃
経
」
の
間
に
あ
る
対
立
、
矛
盾
を
認
め
な
い
処
に
あ
る
。

名
号
に
依
る
法
身
の
否
定
ま
で
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
浄
土
教
の
立
場
の
徹
底
化
ま
で
至

れ
な
か
っ
た
処
に

「六
要
紗
」
の
思
想
的
限
界
が
は
っ
き
り
見
え
る
の
で
あ
る
。

『深
義
別
伝
』
の

「真
仏
土
巻
」
理
解
を

『六
要
9　
』
と
同
じ
よ
う
な
形
で
三
点

を
以
っ
て
分
析
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

私
は

「真
宗
相
伝
義
書
」
を
全
体
系
と
し
て
研
究
し
た
こ
と
は
な
い
。
け
れ
ど
も

「深
義
別
伝
」
と

「広
本
要
訣
」
に
限
っ
て
見
る
と
、
間
違
い
な
く

『六
要
紗
』
と

比
べ
て
非
常
に
明
確
な
教
学
的
方
法
論
を
持

っ
て
い
る
。

始
め
か
ら
終
り
ま
で
連
続
し
て
い
る
非
常
に
明
確
な
方
法
論
の
展
開
が
感
じ
ら
れ

こ
れ
は

「相
伝
義
書
」
の
一
番
強
い
処
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

『相
伝
義
書
』
に
お
け
る
教
学
的
方
法
論
を
二
点
で
と
ら
え
る
と
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す

ま
た

『深
義
別
伝

・
教
巻
釈
』
の
中
で

㈲

　

「真
宗
相
伝
義
書

・
深
義
別
伝
」
に
お
け
る
教
学
的
方
法
論

祖
師
御
引
用
の
御
意
趣
は
、
『起
信
』
の
真
如
の
説
相
、
即
ち
上
来
の
仏
性
涅

槃
の
義
な
り
。
「起
信
」
の
真
如
と
い
う
も
、
弥
陀
引
証
の
法
門
、
従
如
来
生

の
本
を
説
く
な
れ
ば
、
自
力
他
力
と
法
門
は
替
わ
り
た
れ
ど
も
、
性
説
弥
陀
の

教
意
よ
り
開
閉
し
た
ま
う
と
き
は
、本
願
海
中
の
法
門
な
ら
ね
事
な
き
ゆ
え
に
、

馬
鳴
大
士
の
密
意
を
探

っ
て
、
『宝
王
論
』
に
よ
っ
て
例
証
し
た
ま
う
な
り
。

(『真
宗
相
伝
義
書
』
三
巻

・
百
五
十
九
頁
)



こ
の
文
章
を
分
析
す
れ
ば
次
の
問
題
点
を
は
っ
き
り
見
え
る

「法
蔵
」
と
は
、
「法
」
は
法
則
な
り
。
軌
と
し
て
物
の
解
を
生
ず
る
を

「法
」

と
各
づ
く
。

す
な
わ
ち
、
人
々
所
具
の
一
心
法
、
又
、
仏
の
さ
と
り
の
御
名
な
り
。
「起
信
論
」

に
云
く
、

「
一
切
″
法
(
、
本
ヨ
リ
来
コ
ノ
カ
タ
S

　

唯
で
、心
于
ざ
実
ニ
ハ
無
J
モ
於
念
丿
而
有
つ

妄
心
丿
不
覚
二よ
起
腿
ぶ
ぢ
、
見
弓
諸
″境
界
づ故
二説
ご
無
明
↓
」
文
。

無
差
別
の
一
心
法
の
当
体
に
は
、
凡
聖
の
隔
て
な
し
。
そ
の

T
心
真
如
を
縁
起

す
る
万
法
の
上
に
は
、
差
別
あ
り
。
「無
明
法
性
異
れ
ど
、
心
は
す
な
わ
ち

一

つ
な
り
。
こ
の
心
す
な
わ
ち
如
来
な
り

　

こ
の
心
す
な
わ
ち
他
力
な
り
」
、
「罪

業
も
と
よ
り
か
た
ち
な
し

　

妄
想
顛
倒
の
な
せ
る
な
り

　

心
性
も
と
よ
り
き
よ

け
れ
ど

　

こ
の
世
は
ま
こ
と
の
人
ぞ
な
き
」

迷
悟
染
浄
、
二
法
の
御
指
南
、
こ
れ
に
過
ぎ
ず
。
こ
の
凡
聖
不
二
無
差
別
の
処

を
さ
し
て

T
心
法
と
い
え
ば
、
自
力
に
し
て
、
聖
道
を
学
ぶ
凡
機
と
し
て
は
。

断
惑
証
理
し
て
真
如
の
妙
理
に
は
叶
い
が
た
し
。
そ
れ
が
為
に
、
仏
も
と
本
願

を
立
て
ま
し
ま
し
て
、機
法
も
と
よ
り
本
願
に
成
就
し
て
他
力
の
信
道
を
導
き
、

仏
体
果
上
に
成
就
な
さ
れ
て
あ
る
功
徳
の
宝
を
施
す
こ
と
を
致
す
な
り
。
無
明

と
法
性
と
裏
表
に
な
る
は
、
聖
浄
二
門
通
じ
て
同
じ
き
な
り
。
然
る
に
聖
道
門

の
心
は
、
智
慧
を
み
が
い
て
行
者
の
心
よ
り
如
来
蔵
に
か
な
う
、
他
力
の
法
門

は

「為
衆
開
法
蔵
」
の
大
悲
か
ら
今
日
行
者
の
信
心
と
発
起
せ
し
め
た
ま
う
、

自
力
、
他
力
の
分
ち
な
り
。

「真
仏
土
巻
」
の
根
本
問
題
に
つ
い
て

そ
の
他
力
の

I
す
じ
を
も
っ
て
、
本
の
本
願
に
か
な
え
し
む
る
ば
か
り
な
り
。

こ
こ
を
以
っ
て
、
そ
の
無
差
別
の
T
心
に
か
な
え
し
む
る
を
本
願
と
し
た
ま
え

る
旨
を
明
し
ま
し
ま
す
が
、
「
教
巻
」
の
大
意
な
り
。

(「真
宗
相
伝
義
書
」
三
巻

・
十
六

・
十
七
頁
)

「六
要
紗
」
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で

「深
義
別
伝
」
の

「真
仏
土
巻

・
釈
」
の
中

に
は

「大
無
量
寿
経
」
と

「涅
槃
経
」
の
間
に
あ
る
教
学
的
な
関
係
が
と
て
も
明
確

な
問
題
意
識
と
し
て
表
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば

「大
無
量
寿
経
」
の

「真
仏
土
巻

・
釈
」
の
中
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て

い
る

一
〇
七
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「真
宗
相
伝
義
書

・
深
義
別
伝
」
に
お
け
る

「大
無
量
寿
経
」
と

『涅
槃
経
』

の
間
に
あ
る
関
係
に
対
し
て
の
理
解

(A
-
m
)

　

「大
乗
起
信
論
」

の
立
場
よ
り

「教
行
信
証
」
を
解
釈
し
て
い
る
に

間
違
い
な
い
。
「起
信
論
」
の

T
心
を
以
っ
て

「大
無
量
寿
経
」
の
大
悲
の
基
礎
付

け
を
し
て
い
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
。

(
A
-

四
)

　

機
と
法
と
の
関
係
を
無
明
と
法
性
の
関
係
と
し
て
了
解
し
て
い
る
。

法
を
法
性
真
如
と
し
て
摂

っ
て
い
る
。



「涅
槃
経
」
の
引
証
は
、
真
仏
真
土
の
仏
性
を
示
す
な
り
。
何
ゆ
え
に
此
の

「涅

槃
」
を
引
く
ぞ
な
れ
ば
、
正
依
の
経
に
は
、
仏
の
相
を
説
く
と
い
え
ど
も
、
性

を
ば
説
か
ず
。
性
の
方
を
明
す
日
に
は
、
い
つ
と
て
も
涅
槃
か
ら
明
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
な
り
。

(「真
宗
相
伝
義
書
」
三
巻

・
百
五
十
頁
)

ま
た

「広
本
要
訣
」
の
中
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

(『真
宗
相
伝
義
書
』
三
巻

・
百
五
十
三
頁
)

一
〇
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色
も
な
く
形
も
な
く
、
言
語
道
断
、
心
行
所
滅
せ
る
が
ゆ
え
に
、
難
思
義
往
生

と
い
う
。
み
な
本
願
力
廻
向
不
思
議
の
御
さ
と
り
な
り
と
。

(『真
宗
相
伝
義
書
』
三
巻

・
二
百
頁
)

(
B
I
I
)

　

『大
無
量
寿
経
』
の
如
来
の
相

(報
身
)
と

「涅
槃
経
」
の
如
来
性

(法

性

・
真
如
)
を
区
別
し
た
上
で
後
者
を
真
仏
土
と
し
て
あ
つ
か
っ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は

「涅
槃
経
」
を
以
っ
て

『大
無
量
寿
経
』
の
基
礎
を
と
う
て
い
る

か
ら

『涅
槃
経
』
の
立
場
よ
り

『大
無
量
寿
経
』
を
解
釈
す
る
教
学
的
方
法
論
を
と
っ

て
い
る
に
間
違
い
な
い
。

「涅
槃
経
」
と

「大
乗
起
信
論
」
は
非
常
に
近
い
如
来
蔵

(如
来
性
)
的
思
想
構

造
を
共
通
に
し
て
い
る
か
ら
、
『深
義
別
伝
』

の

『教
行
信
証
』
理
解
は
如
来
蔵
的

ま
た当

巻
、
顕
真
仏
土
な
れ
ば
、
真
仏
土
を
明
す
と
い
う
こ
と
は
誰
れ
も
合
点
な
り
。

そ
の
身
土
と
云
う
も
の
を
、
相
を
と
ど
め
て
こ
れ
ぞ
と
云
う
と
お
も
わ
ば
誤
り

な
り
。
真
仏
土
と
い
う
も
の
は
如
来
の
性
な
り
。
そ
の
性
を
開
く
は
。
是
非
に
、

『涅
槃
経
』
の
文
か
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
な
り
。

今
の
引
用
文
を
分
析
す
れ
ば
、
次
の
問
題
点
が
は
っ
き
り
見
え
る
。

ま

た
「涅
槃
経
」
に
十
三
文
あ
り
。
総
じ
て
上
の
依
経
異
釈
の
文
は
、
真
仏
土
の
相

状
を
開
く
に
つ
い
て
、
光
寿
無
量
の
二
願
、
同
成
就
の
文
、
光
明
土
の
経
説
を

挙
げ
た
ま
う
。
本
経
所
説
の
報
身
仏
の
相
、
こ
れ
ら
の
文
に
あ
り
。
そ
の
余
の

浄
土
荘
厳
の
相
は
、
多
く
化
に
寄
せ
て
報
の
妙
相
を
明
さ
る
る
な
り
。
故
に
当

巻
に
引
用
ま
し
ま
さ
ず
。
真
仏
土
の
相
を
挙
ぐ
る
と
き
は
依
経
な
り
。
そ
の
性

を
明
す
こ
と
は
、
「涅
槃
経
」
に
あ
り
。

(「真
宗
相
伝
義
書
」
三
巻

・
百
五
十

一
頁
)

ま

たこ
れ
言
語
道
断
、
心
行
所
滅
た
だ
不
可
思
議
な
り
。

(『真
宗
相
伝
義
書
』
三
巻

・
二
百
四
頁
)



㈲

　

『真
仏
土
巻
』
に
お
け
る

『大
無
量
寿
経
』
と

『涅
槃
経
』

と
の
関
係
に
関
す
る
私
見

口

　

『真
宗
相
伝
義
書

・
深
義
別
伝
』
に
お
け
る
報
身
仏
理
解

・

　

「観
経
疏

・
玄

義
分
」
を
中
心
に

で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。

(
B
-
n
)

　

名
号
と
し
て
、
言
葉
と
し
て
あ
る
報
身
仏
に
対
し
て
、
如
来
性
な
る

真
仏
土
を
言
語
道
断
で
あ
る
と
は
っ
き
り
い
っ
て
い
る
。
「深
義
別
伝
」
の
立
場
よ

り
見
れ
ば
、
真
仏
土
に
は
言
葉
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

経
」
の
立
場
よ
り
、
「観
経
疏

・
玄
義
分
」
、
特
に
如
来
蔵
と
矛
盾
し
て
い
る

「非
化

品
」
の
空
思
想
を
読
む
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「非
化
品
」
の
文
相
、
当
巻
の
上

「涅
槃
経
」
を
引
き
た
ま
う
御
意
趣
、
何
い

合
わ
す
べ
し
。

(「真
宗
相
伝
義
書
」
三
巻

・
百
五
十
六
頁
)

(
C
-
I
)

　

こ
れ
に
対
し
て
の
唯

一
つ
の
問
題
点
と
し
て
は
、
明
ら
か
に

「涅
槃

　　　

㈲

　

「真
仏
土
巻
」
に
お
け
る
親
鸞
聖
人
の

「涅
槃
経
」
の
読
み
変
え
の
意
味
に

「真
仏
土
巻
」
の
根
本
問
題
に
つ
い
て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一
〇
九

最
後
に

「真
仏
土
巻
」
に
お
け
る

「大
無
量
寿
経
」
と

「涅
槃
経
」
と
の
関
係
に

関
し
て
の
私
の
了
解
を
述
べ
る
。

私
は
、
は
っ
き
り
と

「大
無
量
寿
経
」
の
立
場
よ
り

「涅
槃
経
」
を
読
む
こ
と
は

唯

一
つ
の
正
し
い
方
法
論
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
の
理
由
を
二
つ

あ
げ
る
。

一
つ
は

「教
行
信
証
」
は
全
体
と
し
て

「大
無
量
寿
経
」
を
真
実
教
、
唯

一
つ
の

了
義
教
と
し
て
選
び
取
る
こ
と
に
由

っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「教
行
信
証
」
を
根
本
的
に
顕
教
な
る

「大
無
量
寿
経
」
の
論
と
し
て
了
解
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

も
う

一
つ
は

「教
行
信
証
」
の

「真
仏
土
巻
」
か

「信
巻
」
に
お
け
る
親
鸞
聖
人

の

「涅
槃
経
」
の
読
み
変
え
の
方
向
性
は
こ
れ
を
証
明
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
点
を
中
心
に
し
て

「真
仏
土
巻
」
の
分
析
を
展
開
す
る
方
法
論
を
考
え
て
い
る
の

で
あ
る
。

「深
義
別
伝
」
に
は

「涅
槃
経
」
の
如
来
性
を
中
心
に
し
た

「真
仏
土
巻
」
理
解

が
明
確
に
あ
る
か
ら

「観
経
疏

・
玄
義
分
」
に
お
け
る
報
身
仏
理
解
を
全
然
強
調
し

な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

「観
経
疏

・
玄
義
分
」
の
報
身
仏
理
解
の
正
反
対
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て

「深
義
別
伝

・
真
仏
土
釈
」
の
中
の
唯

一
つ
の
意
義
の
あ
る
表
現

と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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定
義
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

逆
に
衆
生
に
眼
見
の
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は

「大
無
量
寿
経
」
の
立
場
な
る

聞
信

・
聞
見
を
選
び
取
る
こ
と
を
意
味
し
、
真
仏
土
、
真
実
報
土
を
報
身
仏
と
し
て

定
義
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
間
違
い
な
く

「真
仏
土
巻
」
理
解
に
対
し
て
の
中
心
問
題
で
あ
る
。

原
文

・
復
有
二
眼
見

一
。
諸
仏
如
来

・
十
住
菩
薩
″
眼
二
見
仏
性

　0
復
有
二
開
見
　

0

一
切
衆
生
乃
至
九
地
、
聞
二
見
仏
性

　
0

復
眼
見
有
り
。
諸
仏
如
来

・
十
住
菩
薩
、
仏
性
眼
見
。
復
聞
見
有
リ
。

一

切
衆
生
乃
至
九
地
、
仏
性
聞
見
。

今
の

「涅
槃
経
」
の
原
文
を
分
析
す
れ
ば
、
は
っ
き
り
と
九
地
に
至
る
ま
で
の
衆

生
に
は
眼
見
の
可
能
性
を
否
定
し
て
お
り
な
が
ら
、
十
住
の
菩
薩
に
は
そ
の
可
能
性

を
認
め
て
い
る
。

十
住
の
菩
薩
は
諸
仏

・
如
来
と
同
じ
よ
う
に
眼
見
の
可
能
性
を
持

っ
て
い
る
。
十

住
の
菩
薩
は
衆
生
で
あ
る
が
故
に
今
の
文
は
衆
生
に
眼
見
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
親
鸞
聖
人
の
読
み
変
え
を
見
る
と

復
有
丿
眼
見

　0
諸
仏
如
来
宍
。
十
住
″
菩
薩
(眼
二
見
仏
性
づ
復
有
丿
聞

見
て
7
.
一
切
衆
生
乃
至
九
地
マ
デ
ニ聞
二
見
入
仏
性
づ
。

復
眼
見
有
り
。
諸
仏
如
来
な
り
。
十
住
の
菩
薩
は
仏
性
を
眼
見
す
。

復
聞
見
す
る
こ
と
有
り
。

一
切
衆
生
乃
至
九
地
ま
で
に
仏
性
を
聞
見
す
。

(
A
-
I
)

　

無
為
、
無
漏
法
の
能
動
性
に
つ
い
て
の
文

原
文

・
非
二
作
所
作

一

　

・
作
所
作
に
非
ず
。

今
の

「涅
槃
経
」
の
原
文
に
お
け
る
読
み
方
に
は
無
為
、
無
漏
法
に
は
作
所
作
に

非
ず
も
の
と
し
て
能
動
性
、
能
動
的
な
動
き
を
根
本
的
に
否
定
す
る
立
場
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
親
鸞
聖
人
の
読
み
変
え
は
次
の
よ
う
で
あ
る

非
作
″
所
作
ナ
リ
・
非
作
の
所
作
な
り

こ
の
読
み
方
よ
り
見
れ
ば
無
為
無
漏
法

(非
作
)
に
は
根
本
的
に
は
能
動
性
、
働

き
を

(所
作
)
認
め
る
立
場
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

(
A
l
n
)

　

眼
見
と
聞
見
に
関
す
る
文

眼
見

(解
信

・
離
言
な
る
本
来
的
な
る
も
の
の
容
認

・
直
接
体
験
)
と
聞
見

(機

と
法
と
の
間
に
成
立
す
る
言
葉
を
通
し
た
認
識
)
の
関
係
は

「真
仏
土
巻
」
に
お
け

る

『涅
槃
経
』
の
読
み
変
え
の
中
心
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「教
行
信
証
」
全
体
の
中
心
問
題
で
あ
る
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
衆
生
に
眼
見
の
可
能
性
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は

「涅
槃
経
」
の
解
信

の
立
場
を
選
び
取
る
こ
と
を
意
味
し
、
真
仏
土
、
真
実
報
土
を
法
性
、
仏
性
と
し
て

親
鸞
聖
人
は

「真
仏
土
巻
」
の
中
に
は

「涅
槃
経
」
の
読
み
変
え
を
沢
山
し
て
い

る
け
れ
ど
も
、
思
想
と
し
て
、
教
学
と
し
て
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
二
つ

で
あ
る
。



真
実
報
土
、
真
仏
土
と
は
無
明
を
破
す
る
無
漏
業
と
し
て
、
真
実
の
智
慧
と
し
て

真
実
信
心
の
内
容
で
あ
る
が
故
に
信
心
を
離
れ
て
真
仏
土
を
了
解
で
き
な
い
と
考
え

ら
れ

る
。

真
実
信
心
と
い
う
こ
と
は

「大
無
量
寿
経
」
な
る
真
実
教
と
諸
仏
の
歴
史
な
る
大

行
を
客
観
的
な
背
景
と
し
て
お
り
、
教
行
を
聞
思
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
、
真

実
の
智
慧
な
る
真
実
証
を
内
容
と
し
て
い
る
。

こ
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
真
仏
土
は
教
行
信
証
四
法
の
超
越
的
な
根
拠
づ
け
と
い
う

こ
と
よ
り
も
教
行
信
証
四
法
の
内
容
な
の
で
あ
る
。

こ
の
立
場
を
信
心
が
具
足
す
る
三
つ
の
条
件
と
し
て
細
く
展
開
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る
。
三
つ
の
条
件
と
い
う
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

口

　

報
身
仏
と
し
て
定
義
さ
れ
た
真
仏
土
と
教
行
信
証
四
法
と
の
関
係

・
「教
行

信
証
」
の
思
想
構
造
に
関
す
る
私
見

今
の
文
を
分
析
す
る
と
間
違
い
な
く
、
十
住
の
菩
薩
の
眼
見
の
可
能
性
を
全
面
的

に
否
定
す
る
処
は
な
い
と
し
て
も
、
眼
見
を
諸
仏
如
来
に
限
定
す
る
方
向
性
が
は
っ

き
り
見
え
る
の
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
、
聞
見
を
強
調
す
る
よ
う
な

「大
無
量
寿
経
」
的
な
立
場
よ
り

「涅

槃
経
」
を
読
ん
で
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

㈲

　

「真
仏
土
巻
」
に
お
け
る
仏
性
に
つ
い
て

一

一

一

(C
-
I
)

　

信
心
の
歴
史
的
、
客
観
的
な
背
景
と
し
て
の
教
と
行
。

復
;
有
丿
二
種
J

　

こ

(
信
に
有
い
道
、
二
二
(
信
二
得
者
づ
。
是
″
人
″
信
心
、

唯
信
行
y有
吋
道
、
都
ス
ベ
テ
不
り
信
心
有
17
7
得
道
之
人
　0是
″
名
。y
為
二
信
不

具
足
↓
。

(「教
行
信
証
」
・
「信
巻
」
・
真
宗
聖
教
全
書

・
二
巻

工
〈
十
三
頁
)

今
ま
で
の
分
析
の
全
体
か
ら
見
る
と
真
仏
土
を
報
身
仏
、
無
漏
業
な
る
仏
言
と
し

て
定
義
す
る
こ
と
は
当
然
の
結
果
に
見
ら
れ
る
。

真
宗
教
学
に
お
け
る
仏
性
と
は
本
来
な
る
離
言
真
如
、
あ
る
い
は
衆
生
に
内
在
し

て
い
る
成
仏
の
可
能
性
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
諸
仏
如
来
の
言
葉
な
る
無

漏
業
を
聞
思
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
衆
生
の
上
で
成
立
す
る
智
慧
を
意
味
す
る
の
で
あ

る
。た

だ
仏
性
の
概
念
と
し
て
の
定
義
よ
り
見
れ
ば
、
諸
仏
如
来
の
言
葉
よ
り
衆
生
に

た
ま
わ
っ
た
智
慧
と
い
う
こ
と
は
も
う
仏
性
と
い
え
な
い
。

そ
の
意
味
で
は
真
宗
教
学
に
は
仏
性
と
い
う
言
葉
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
仏
性

の
概
念
は
な
い
。

「教
行
信
証
」
に
は
仏
性
、
信
心
仏
性
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
し
て
も
、
仏
性
の

概
念
が
な
い
が
故
に
、
仏
性
を
真
宗
教
学
の
概
念
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
は
大
き
な

誤
り
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

「真
仏
土
巻
」
の
根
本
問
題
に
つ
い
て



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
二
号

得
道
の
人
の
問
題
と
い
う
こ
と
は
釈
尊
出
世
の
本
懐
よ
り
開
い
た
諸
仏
の
歴
史

(真
実
行
)
と
、
そ
の
意
味
内
容
と
し
て
の

「大
無
量
寿
経
」

(真
実
教
)
と
が
。

信
心
の
歴
史
的
、
客
観
的
な
背
景
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
も

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
親
鸞
聖
人
に
と
っ
て
は
三
国
七
高
僧
の
歴
史
と
い
う
こ
と
は
初
め

か
ら
自
明
事
実
と
し
て
受
け
と
め
て
い
た
の
で
は
な
い
。
自
分
の
仏
教
聞
思
の
歩
み

の
中
か
ら
結
果
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
受
け
と
め
て
い
た
に
違
い
な

い

。た
だ
大
事
な
の
は
、
客
観
的
、
歴
史
的
な
背
景
な
る
教
行
を
抜
き
に
し
て
は
真
実

信
心
が
成
立
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一

一
二

と
い
う
の
は
断
善
根
、

一
問
堤
と
し
て
機
を
了
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。

親
鸞
聖
人
の
人
間
観
よ
り
見
れ
ば
、
人
間
は
断
善
根
と
し
て
出
世
の
善
根
を
全
く

持
た
な
い
が
故
に
無
明
、
煩
悩
を
逆
転
す
る
た
め
に
釈
迦
、
諸
仏
の
教
え
を
聞
思
す

る
以
外
に
な
い
。

こ
の
人
間
観
に
つ
い
て
、
親
鸞
聖
人
は
、
『真
仏
土
巻
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て

い
る
。

如
つ
汝
所
い
言
ご

閑
堤
″輩
づ、
若
、
有
鴉
。身
業
・
口
業
・
意
業
・取
業
・

求
業
・
後
業
・
解
業
・
如
レ
是
等
丿
業
J
釆
り
是
邪
業
ナ
。
。
何
″
以
″
故
二、

不
弓
求
二因
果
づ故
ナリトO善
男
子
如ヽ
一落
抑
阿
果
・根
・荒
やガウ
ン
ぎ

葉

゛
華

゜
賓
悉
ク
ニ剖
ご
・

一
閏
堤
ノ
業
モ
ヽ
亦
復
如
に
是
ノ
・

(「教
行
信
証
」
・
「真
仏
土
巻
」
・
真
宗
聖
教
全
書

・
百
二
十
八
頁
)

信
心
そ
の
も
の
の
内
容
と
は
、
釈
迦
、
諸
仏
の
教
え
を
聞
思
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

無
明
を
逆
転
す
る
智
慧

(見
道
)
を
現
生
に
お
い
て
成
就
す
る
の
で
あ
る
。

聖
道
門
仏
教
の
修
道
を
通
し
て
断
じ
ら
れ
る
諸
煩
悩
が
死
ぬ
ま
で
な
く
な
ら
な
い

け
れ
ど
も
、
現
生
に
お
い
て
無
明
を
逆
転
す
る
見
道
が
成
就
す
る
の
で
あ
る
。

親
鸞
聖
人
は
、
こ
れ
に
対
し
て

「教
行
信
証
」
の

『信
巻
』
の
中
で
次
の
よ
う
に

述

べ
て
ぃ
&
。

言
吋
。
断
卜
者
(
、
発
二
起
ス
ル
が
往
相
″
T
心
づ
故
二
、
無
心
生
卜
而
シ
尹
営
二
受
い

生
ヲ
ヽ
鉦
つ
趣
卜
而
シ
‘y更
;
庖
い
キ
到
≒
脱
ご

己
二
六
趣
゜
四
生
因
亡
マウ
ラ
ジ

(c
-
n
)

　

教
行
を
聞
思
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
信
心

信
二
復
有
丿
二
種
J

　

こ

八
従
り
思
生
ズ
。
是
″
人
″
信
心
、
従
に
リ
聞
而
.y

生
ジテ不
ご従
り
思
生
y
f
故
二名
犬為
・J信
不
具
足
　

0

(「教
行
信
証
」
・
「信
巻
」
・
真
宗
聖
教
全
書

・
二
巻

・
六
十
三
頁
)

信
心
は
聞
思
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
仏
の
言
葉
と
し
て
の
名
号
は
意

味
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

信
心
の
智
慧
が
成
立
す
る
た
め
の
増
上
縁
な
る
名
号
は
真
言
密
教
と
違
っ
て
意
味

と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
信
心
と
は
機

(無
明

・
煩
悩
な
る
人
間
)
と
法

(教

法
)
と
の
間
に
成
立
す
る
言
葉
を
通
し
た
認
識
と
し
て
定
義
す
る
な
ら
ば
、
仏
言
を

意
味
と
し
て
と
ら
え
る
他
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

信
心
の
構
造
を
正
し
く
了
解
で
き
る
た
め
に
は
も
う

一
つ
の
大
事
な
点
が
あ
る
。



㈹

　

仮
と
い
う
の
は
親
鸞
聖
人
の
教
相
判
釈
に
は
批
判
の
対
象
な
る
仏
教
の
諸

教
、
諸
宗
な
の
で
あ
る
。

仏
教
の
仮
面
を
取
っ
た
外
道
と
し
て
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
諸
教
、
諸
宗
な

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
親
鸞
聖
人
は

「教
行
信
証
」
の

『信
巻
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述

べ

て

い
る

言
レ
恨
卜
者
八
、
即
是
聖
道
″
諸
機
、
浄
土
ぷ
疋
散
″
機
也
。

(「教
行
信
証
」
・
「信
巻
」
・
真
宗
聖
教
全
書

・
二
巻

・
九
十
頁
)

果
滅
又
、
故
二
即
頓
二
断
二
絶
ご
二
有
″
生
死
づ
。
故
二
日
に
断
卜
也
。
四
流
者
八

則
チ
四
暴
ボ
流
ル
ナ
リ
ー

　

又
生

・
老

・
病

・
死
也
。

(「教
行
信
証
」
・
「信
巻
」
・
真
宗
聖
教
全
書

こ

一巻

・
七
十
四
頁
)

之
弟
子
ナ
リ
、
金
剛
心
″
行
人
也
。
由
ご
斯
″
信
行
。一’必
ズ
可
丿
超
二
謐
ス
大
涅

槃
う
故
二
、
日
を
呉
佛
弟
子
↓
。

(「教
行
信
証
」
・
「信
巻
」
・
真
宗
聖
教
全
書

・
二
巻

・
七
十
五
頁
)

一

一

一

一

一

囮

　

偽
と
い
う
の
は
信
心
の
批
判
対
象
と
し
て
の
諸
外
道
、
外
教
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
親
鸞
聖
人
は

「教
行
信
証
」
の

「信
巻
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て

い
る
。

言
“
偽
卜
者
八
、
則
六
十
二
見
、
九
十
五
種
之
邪
道
是
也
。

(「教
行
信
証
」
・
「信
巻
」
・
真
宗
聖
教
全
書

・
二
巻

・
八
十
頁
)

(C
-
Ⅲ
)

　

信
心
の
内
容
な
る
証

・
真
偽
勘
決
の
智
慧

有
丿
二
種
二

者
信
正
、
二
者
信
邪
万
。
言
I
有
つ
因
果
一有
叫
佛
・法
・僧
ご

是
ヲ
名
一一信
正
ヤ

鉦
丿
因
果
三
宝
ノ
性
異
J
信
『
諸
″
邪
語
か
彫
那
等
づ、

是
″
名
つ
信
邪
↓
。

(「教
行
信
証
」
・
「化
身
土

・
本
巻
」
真
宗
聖
教
全
書

・
二
巻

・
百
六
十
二
頁
)

捕
二
諸
″
修
多
羅
。一’勘
二
決
真
偽
フ

教
二
誠
七
外
教
邪
偽
″
異
執
う
者
″
、
「涅
槃

経
二
」
言
ハ
ク
。
蹄
二
依
セ
於
い
佛
者
バ
、
終
二
不
ら
卜
更
’
ク
鑓
二
依
セ
其
″
訟
″

諸
″
諸
天
神
。一’。

(「教
行
信
証
」
・
「化
身
土

・
未
巻
」
真
宗
聖
教
全
書

・
二
巻

・
頁
七
十
五
頁
)

信
心
の
内
容
な
る
真
実
証
と
い
う
の
は
、
真
仏
土
と
化
身
土
、
真

・
仮

・
偽
を
正

し
く
分
別
判
断
す
る
智
慧
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
真

・
仮

・
偽
の
定
義
と
し
て
は

㈲

　

真
と
い
う
の
は
帰
依
三
宝
の
世
界
で
あ
る
。

仏

(仏
宝
)
の
教
え

(法
宝
)
を
聞
思
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
明
を
逆
転
す
る

智
慧
を
い
た
だ
く
時
に
僧
伽

(僧
宝
)
の

一
人
と
し
て
誕
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
親
鸞
聖
人
は

「教
行
信
証
」
の

「信
巻
」
の
中
で
次
の
よ
う
に

述

べ
て
い
る
。

言
二
面
佛
弟
子
↓
者
(
、
面
ゴ
ー日
(
對
に
偽
二
對
レ
仮
二
也
。
弟
子
″
者
(
拝
迦
諸
佛

「真
仏
土
巻
」
の
根
本
問
題
に
つ
い
て


